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交流深め青年らしい活動目指す 
秋田青年部がウィンターフェスタ開催 

 ２月１６日（土）～１７日（日）、田沢湖高原温

泉郷「プラザホテル山麓荘」にて、今年もウィン

ターフェスタを開催しました。 

このイベントは、

組合員青年部が

「集まることも闘

い」という理念か

ら一年に一度集ま

って交流を深める

ことを目的とし

て、毎年青年部主

催で行っている

ものです。 

 日中は田沢湖

高原のスキー場でウィンタースポーツを楽し

み、夕食を兼ねた交流会ではゲームなどを通し

て、職場内はもちろん、支部や職種を越えて交

流を深めました。また今回は、労働組合について

のＤＶＤを参加者全員で観賞し、組合について学

習することもできました。 

 今後も、より活気に溢れる、青年部らしい活動

を目指し、企画を構成、立案していきたいと思い

ます。 

秋厚労青年部長  

小林健太郎 

広厚労尾道支部青年部スキースノボーバスツアー 

毎年楽しみ心待ちな企画に子ども達も大喜び 
 

今年もスキー・

スノボーツアーを

計画して、２月２

日（土）に県北に

ある芸北国際スキ

ー場に行って来ま

した。 

広島県にスキ

ー場があるの？と

思われる方もおら

れるでしょうが、広島県にスキー場は１５箇所くら

いあります。九州やお隣の山口県からも沢山バスで

こられています。 

バス１台を借り切って、３４名が朝６時に出発し

て２時間半かかってスキー場に着きました。尾道は

気候が穏やかなので雪は降っても積もることはあま

りありません。子供たちはとても喜んでいました。

雪だるまを作ったり、ソリで滑ったり、もちろん組

合員やその家族はスキーやスノボーで筋肉痛になる

くらい思いっきり滑っていました。帰りのバスの中

はとっても静かにおやすみでした。主催者は、みん

な無事に帰って来ることが出来てひと安心。毎年楽

しみに待っていてくれる人のために、また、企画し

ます。楽しかったです。    広厚労 柴野純子 

青年の願いを要求に春闘をたたかおう 
2013年春闘 

今、組合は 2013年春闘に向けて職場討議など要求

集約に向けて動き出しています。 

 全厚労の春闘・労働実態アンケートでは「仕事を

やめたいと思うか」の問い

に「常に思う」21％、「とき

どき思う」54％、合わせる

と 4 人に 3 人になります。

「どうしたら辞めずに働け

るか」の問いに青年層（10 

～30 代）では 43％（40 代

～は 36％）の人が「賃金を

上げる」と応えています。 

春闘・団体交渉は直接経

営者や病院長に私たちの想

いや願い、生活の実情を訴

える事ができるまたとない

機会です。組合・親組任せにしていても察してく

れる訳ではありません。青年が直接、熱い思いを

ぶつけることが大切です。あなたの声で春闘が変

わります。一緒に春闘をたたかいましょう！ 
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みんな思い思いにスキーやスノ

ボーを楽しみました。 

バスを借

り切って

出発。移動

中は交流

して盛り

上がりま

した 

交流会の「ナイトフェスタ」で

支部や職種を超えた交流ができ

ました。 

各病院にまつわる三

択クイズを出題。「難

しいね」と言いなが

ら支部の仲間とワイ

ワイ相談しながら回

答していました。 

富山の青年行動隊（2012年富厚

労春闘討論集会の様子）。 

長厚労青年部と長野県医労連青

年部の合同街頭宣伝。（2011年） 


